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水田における有機物の長期連用試験は各地で実施されて

いるが山根
4)の
指摘するようにとりまとめられる機会が少

ない。県南分場における地上水位と有機物施用との関係は

昭和54年に中間報告
2'う
されているが本報ではその後の冷

害年次のデータも加え,稚苗移植 トヨニシキ12年間の栽培

試験結果を取りまとめた。更に処理開始14年後の土壌断面

観察よリー定の知見が得られたのであわせて報告する。

2  試  験  方  法

県南分場内の地下水高 (灌漑期 0～ 20")圃場 (以下 ,
高圃場という)と地下水低 (周囲明渠により灌漑期でも40

～70昴 )圃場 (以下,低圃場という)を選定し,各々に無

処理区,堆肥区 (2′ /10α ),稲わら区 (600″ /10α ,

秋すき込み)の三区を設け,昭和46年より12年間 トヨニシ

キを栽培した。共通処理は珪カル150″ /10α ,基肥 6-
12-10″ ,-25日 追肥 2-0-2″ /10″ (NK化成 ),
そして栽植密度は30X15昴 である。両圃場に地下水位差が

生じるのは灌漑期間のみで非灌漑期にはいずれも低下する。

土壌断面は58年 10月 に調査した。

3試 験 結 果 及 び 考 察

(1)水稲の生育・収量

表 1に示した各区平均値と分散分析結果から地下水位の

影響をみると,低圃場は高圃場に比して初期草丈 ,茎数が

勝るが成熟期澤長は短くなる。穂数と籾数はほぼ変わらな

いが登熟歩合と千粒重が高いことは低圃場での受光態勢と

根の健全化による養分吸収良化の結果とみられる。収量は

低圃場が明らかに高い。

有機物の影響をみると無処理区に比べ生育前半は堆肥区 ,

稲わら区とも草丈が抑制され,低圃場の堆肥区を除き茎数

も少ない。しかし後半のN発現により下位節間が伸長して

繹長が伸び,穂数と籾数は増加するが登熟歩合,千粒重等

収量構成要素が低 下する。有機物の種類別では稲わら区よ

りも堆肥区の方が穂数,籾数増と登熟歩合低下が顕著であ

るが千粒重低下はF・l程度であった。収量に対する有機物効

果は主効果としては認められない。しかし地下水位と有機

物の交互作用が高いため低圃場では有機物施用により増収

し,逆に高圃場では減収する。同様の交互作用はわら重 ,
一穂籾数,千粒重に認められ,堆肥よりも稲わらの効果の

表 1 生育,収量構成要因平均値と二元配置分散分析結果 (昭和46～ 57年 )
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違いが明瞭となっている。

年度の差はすべての形質に影響し,地下水位との交互作

用が各種形質に認められた。図表は省略するが前半 (昭 46

～50年 )と後半 (昭 51～57年 )とでは高圃場と低圃場で収

量構成要素の内容が異なっており,高圃場の穂数と籾数は

前半は高く後半は低下した。登熟歩合,千粒重はこれと逆
の関係になる。これは高圃場での有機物連用が後半 (昭 51

～57年 )の初期生育阻害に結びついた結果とみられる。

(データ省略)なお年次間差の詳細な検討は別に報告する

予定である。

●)土壌断面の特徴
土壌理化学性の詳細については以前に報告されているの

でうここでは処理14年後の断面の特徴を述べる。

表 2 跡踊+壌断面と2,3の化学性

化学性のうち全窒素と培養態窒素は堆肥や稲わら施用に

より増加し,特に培養態窒素は低圃場よりも高圃場で,堆
肥よりも稲わらで多い傾向がある,これは高地下水位で有

機物の分解が抑えられ,施肥窒素の固定が増すためであろ

う。そのため前述した水稲の初期生育阻害と後期窒素発現

の原因をなすものと考えられる。

4  ま  と  め

灌漑期の地下水位が異なる圃場で堆肥と稲わら連用効果

を水稲と土壌両面から考察した。土壌的には両圃場とも有

機質連用により土層改良と地力向上効果が認められたが水

稲側からみればこのような地方向上は灌概期の地下水位が

低い条件がそろわない限り収量的にマイナスに作用 した。

表 2に示されるように地下水高低両圃場とも無処理く稲

わらく堆肥の順に作土層のグライ斑が消失して酸化色を皇

しており,有機物施用力渡面排水を促進していることが分っ

た。次に下層土をみると同じ順に細～中孔隙の増加が肉眼

的に観察された。更に下層の緻密度は低く植物根が多い傾

向も認められた。これらの断面的特徴は有機物連用が土壌

動物活性を高めそれが土層改良的働きを生じた結果と推定

される・)。 このような効果は高圃場が砂質であり非澄漑期

の地下水位が低下するため毎年乾湿がくり返されること,

また下層のpHは高く塩基状況も良好なことが土壌動物に

好適環境となるため
1)と
みられる。したがって重粘酸性土

のような常時排水不良湿口ではこのような効果は期待でき

ない。

その原因は施肥窒素固定による初期生育抑制と後期窒素発

現による登熟不良とみられた。
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